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日本初の計数形電子計算機　「ＴＡＣ」

所 在 地
神奈川県川崎市

株式会社東芝　東芝未来科学館

公開

株式会社東芝　東芝未来科学館

東大と東京芝浦電気株式会社の共同開発

1954年

1954年

日本最初期の真空管式コンピュータである。東京大学と東京芝浦電気
（現・東芝）の共同で1952（昭和27）年に開発着手，1954年に完成，
1962年まで稼動した。真空管7,000本，ダイオード3,000石，ブラウン管
メモリ16本が用いられ，記憶容量は18,000ビット，クロック周波数は
330kHzで当時としては非常に高速であった。他の，真空管式コンピュー
タ，富士写真フィルムのFUJIC，大阪大学の阪大真空管計算機（阪大計算
機），電気試験所のETL RTCとともに，現在に続くコンピュータ発展の礎
となった。
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